
間で世代間の判別が可能であった｡

歯列弓の幅径及び長径を雌の第1世代と第2世

代で比較すると第2世代の方がP3､9,および
p一,問幅径において有意 (P<0.05)に短かっ
た｡また､上下顎霊長空隙､Mlおよび､M3間

幅径､IIP)､IIM2､IIC,､IIMlおよび
IIM2間長径が短くなる傾向がみられた｡

今後､蛙におけ声歯列弓の計測､歯の計測を行

い､さらに､野生ヤクシマザルを計測し､飼育下

のものと比較する予定である｡

C.資料提供
l

資料 :1

0nthlParanaSalSinusinCercopithecoidea
I

ThomasKoppe(OkayamaUniv.DentalSchool,

°ept.Anatomy)

Thomainpurposeofthisstudywastotest

thehypothesis,thatthesizeoftheparanaSal

sinuses(p.S.)isafunctionofbody size.
CoronalCTscanseriesoftheskullsweremade

andthevolumeofthep.S.werecalculated.In

addition, out of the Cr scans, 3D

reconstructionsweremadetoinvestrigatOthe

relationsofthemaxillarysinusfloortothe

teeth'sroots.Thesedata,obtainedinPapb,M.

neTTWStrina, M. mubtta. M. /zLSCata.
M.fascic血ris,M.assameTZSis.C.aethiopsand
CyobbzLS.WereCOmparedwiththosedatain
HomLTW£血a.Themaxillarysinusistheonly

sinusinCercopithecoidesandthesinusisre-

strictedtothebodythemaxillainthemolar

region.Aregressionanalysisproved,thatthe

sizeofthemaxillarysinustendstoincrease

withtheincreaslngSkn1lsizeandthattherela-
tionofthesinusfloortoI.heteeth'srootsbe-

comescloser.However,t,heslopeoftheregres-

sionlinesforhominoideaandCeTICOPithecoidea

wassignificantlydifferent.Theseresultsleave

somedoubt,whethertheskullsizeisthe

causalfactorint.heenlargementofp.S..The

p.S.arealsopartsoftheupperrespirator

tract. Thus. the aim of the ｡ngolng

investigationsis,toinvestigate,whether8the

enlargement of the p.S., Seen in th㊤

H07niTu)idea,islinkedorcausedalsobythOal-

terationsinthenasalcavity.

資料:2
ヒト21番染色体由来Plクローンを用いた霊

長類での比較染色体マッピング

斎藤深美子 (束医歯大･難研)

ヒトとチンパンジーの染色体に関しては､染色

体分染像の比較や､遺伝子マッピング､およびヒ

ト21番染色体特異的DNAライブラリーを用い

た染色休ペインティングなどの結果から､ヒトの

21番及び22番染色体は各々､チンパンジーの

22番染色体及び23番染色体と相同であると推

定されている｡

本研究では､昨年に引き続き､チンパンジーの

染色体を対象にして､そのDNAの配列順序や､

進化の過程で生じ得る限局的な構造変化等のより

詳細な染色体構成を知るために､R分染法による

FISH法を行った｡DNAプローブは､(1)

ヒト21番に関しては､その長腕の全域をカバー
するNotIリンキングクローンをランドマーク

として分離されたPlファージクローンを用い､

(2)ヒト22番については､22番に特晃的な

プラスミドクローンを用いた｡

その結果､Plクローンに関しては､昨年のデー
タと合わせて合計19個をチソバシジーの22番

へマッピングできた｡昨年同様､逆位等の染色体

再配列を示す知見はないという結果を得た｡また､

22番由来のプラスミドクローンのマッピングは､
インサートの小さいクローンのためか､今のとこ

ろ､シグナルが検出されないため､現在､プロー

ブのハイブリダイゼーションの条件等を改良中で

ある｡

資料:3

チンパンジーの道具使用における手の使用およ

び認知発達の分析

.外岡利佳子 (名古屋大･教育)

ギニア･ポッソウ保護区の野生チンパンジーを

対象に.葉を道具として使用する水飲み行動.す

なわち木のうろに溜った水をすくい飲む行動,杏
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枕案した｡遊動域内にある水飲みの木の周EElに節

二野外実験場を設置し.木のうろに一定血の水が

保たれるように水を補給.妨れたチンパンジーの

水飲みをビデオで記録した｡33日の期間中,枕察

対象18個体のうち14個体による.計69例の行動を

記録｡結果を以下に要約する.I)3才以下のコ

ドモは水飲み行動をしない.2)3-4才の1コド

モによる13例中12例は,いずれも母親の水飲みの

級.または最中に生起した｡3)木の周辺3m

には17種類の草木があるにもかかわらず,75%と

いう高い割合で. 特定の糞 (HybophりTZizun

bra血 Tn)を使用した｡4)使用後の葉は,
スポンジ状,折り紙状 (ジャバラ状)に分類でき,

9才以降の個体では折り紙状が全体の90%にのぼ

り,年齢がさがるにつれ折り紙の割合は減少した｡

5)薬を持つ手に関しては.一貫して同じ手を使

用する個体はなく.個体ごとに左右の手をある割

合で使用した｡以上から.3才頃に母親の模倣を

通じた学習の成立時期があること,オトナでは高

い糞の選択率や折り紙といった技法の定型化が示

唆された｡

資料:4
チンパンジーの道具使用と定位的操作の発達

竹下秀子 (滋賀県立短期大学)

飼育チンパンジー群 (オランダ･ア～ネム､0

-38歳 :成年オス3､メス12;少年オス2､メ､ス

4;乳幼児オス1､メス6)を対象として､新規

の対象物を投入したときの道具使用や定位的操作､

その他の対象操作行動を､昨年に引き続いて同時

期 (7-8月)に同様の方法で枕察し縦断的資料

を得た｡主要な結果を以下にあげると､まず､昨

年の観察では1歳児は道具使用行動を示さなかっ

たが､本年2歳となった同一の個体は ｢水をスポ

ンジに吸収する｣｢目隠しをして歩く｣等の本群
で観察される道具使用行動のレ′l･-トリーの一部

を示した｡また､昨年4歳以下では見られなかっ

た､高所に到達するための台として複数の箱を積

み重ねる行動は､本年も同様に4歳以下では見ら
れず､5歳となった個体と10歳の個体各1頭に新

たに出現した｡ただし､この2個体を含めて､こ

の道具使用行動を示すのは5歳以上21個体のうち

現在4個体と少なく､2歳以上24個体中23個体に

械察された水飲み用の器の使用の出現状況とは対

照的である｡観察された道具使用行動に含まれる

定位的操作は､2､3歳に出現する道具使用行動

よりも5歳以降に出現する道具使用行動において

その投雄性 (関与する対象物の数や定位の綾の継

起的な調整的行動の出現など)が増す｡2カ年の

械寮結果から､1)7-ネム群のチンパンジーは日

的機能別に識別すると13のタイプの道具使用を行

う､2)当該の道具使用行動の構成要素である定位

的操作は1歳から出現し､2～3歳から道具使用

行動に至る､3)対象操作行動全体に占める定位的

操作の出現率は乳幼児期 (0～4歳)から少年期
(5-8歳)にかけて増加する､4)5歳以降に､

より複雑な定位的操作を含む道具使用を捷持して

いく､ことがわかった｡このような発達的変化を､

チンパンジーにおける乳幼児期から少年期への移

行 :個体発達の質的転換過程にどのように位置づ

けてとらえることができるのか､今後の検討課題

である｡

資料 :5

シンボルの生成と理解の原理 :ヒト以外の霊長

類とヒトとの比較

鈴木佑治 (皮応現塾大学 ･:言語情報学)

1994年庇は.｢チンパンジー アイ｣(光村教育
図百 1994年),｢チンパンジーの心を探る｣(ア
ニカニプロダクション テレビ東京制作 :1991年

8月23日放映)の2本のビデオの提供を受け,ま

た,1994年9月には松沢哲郎氏を訪問し,｢アイ｣
が松沢氏と学習しコミュニケーションする風景を

観察した｡

ジョージア大学のボノボの ｢カンジ｣は,記号

と概念が一対一で対応するシンボルを使用してい

るのに対して,｢アイ｣はひらがなに近いシラブ
ル化された記号を組み合わせて,物体,数,色な

どの概念を指示することができる｡｢アイ｣の学

んでいるシンボル体系は.数的に限定されている

が無数の組み合わせを可能にするもので,より多

くの耽念を表記することができる｡シンボル自体

は意味をもたないが.その組み合わせで指示対象

を表記する点で.ヒトの言語の特徴である慈恵性

と有契性を持つ｡ヒトを含め霊長類の記憶には限

界があるが.物体や概念の数は無限であるので.

それぞれに一対一対応するシンボルを与え,記位

することは不可能である｡有限のシンボルとその
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